
10月8日

時間を含まない問題 (つづ き) (牧田博繭 ,小野局 ,武野 正三)

役に立つ話 (戸谷富之)

将来計画

10月9日

計算の細かい点などの議論

研究会を通して活発な議論が展開され ,また非線型振動 ,バクテ リアの増殖 .

DNAなど碍々の問題との関連 も殿 り上げられたのはこのグルーブの特色の

-つであると思われ ,有意義でした.

次に Time-Dependent な問題と,Time一三ndependerltな問題とに別

けてや ゝくゎしい報告をすることに しますO

Time-IrldepelldeTTtt Problems 堀 淳 - (北大理)

Time-IndepeTlderlt な間島即ち不完全格子の授動数スペク トル と固有

振動の波形の問題は ,｢不完全結晶の格子夜勤｣研究会時代の当初から一貫

して中心的なテーマの 1つであ り,現在まで籍 々研究がなされているO それ

にも拘らず ,実際的な応用に寄与するためにはまだまだ-多く-の士.とがなされ

なければならないし,また束解決の原理的問題も数多くか ゝえている現状で

あるO

少数個の不純物を含む格子の局在夜勤に関しては ,武野 ,寺衣 ,■拍村民等

の精力的な計算が行われて ,問題は一応片肘いたかのように見える. しかし

実は今まで弔いられて来たモデルは殆んどすべての場合最近按相互作局をも

つ単純立方格子という overideafizeされたものであって ,より-reali-

sti･Cなモデルに対して理論を拡張する必要があること ,融ち次蓑接相互作

絹を考慮牲入れることや ,より-椴の恕露格子をとり扱うことの必要性が武

野によって指摘され ,改めて琴鼓されたO これ紅絹遷して ,さきQC小寺が行
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った酔歩の理論の局在羨劫への応関を一般の格子に拡張することの可能性が

議論されたoLか L一般的にいって i問題の性質上 ,-度に大巾な解決を浸
■

かることは難 しく,時間をかげることが必要であろう｡

局在振動の問覇でもう1っ重要なのは , surfacemode 及び dislo-

catioTi による Iocaiizedmode の問題であるO 前者[;こは表面に吸着 -

された不純物の振劫の問竃も含まれるO 何れ も不純功が孤立していないであ

る底次元の連続体を握っている場合であって ,-ひっくるめて {'extended

impL汀ity g の間嘉とよぷ ことが出来 よう ｡ この間蓋の実際上の重要性は

以前から認識されていたのであるが ,解析が国東なため今まであまり手がつ

けられていなかったo Lか し最近一方では伝達行列の方法の高次元八の拡張

等これらの問題に有効に適弔される可能性のある方法が開発 されて来 たこと

と,他方では世界的にこの種の問題に万 々で手が染められ出していることか

ら,積極的にこれととり組もうという気運が動いて来 たo Surfacemode

についてはすで笹武野 ,朝日,轟などによってそれぞれ GreeTi函数法 ,伝

達行列法及び散乱行列法によるとり孜いが提案ざれて滞 り,それ らを具体的

な対象ErrC適桶してゆ(のが今後の課題であるo Disiocatiod紅よる

localizedmodeの間竃はまだ殆んど研究され ていない状態であるが ,義

近欧釆七手がつけられ出しているので ,こちらでも重力に研究を進める計画

が立 てられている｡

Disordered lattice の責劫数スペク トルに関 しては ,多 くの原理的

な問題が未解決のまゝ残 されてt,'るO その中最 も重要と患われるのは ,Dearl

等が数値計算把よって得た ,isotopicdiatomicdisordered lattice

のスペク トルが高森勃葛城で多数の明瞭な peak をもつという結果を垣論

的虻説明することである｡ これについては松田が高振動数億域では一般に非

京に多数の固有羨劫数にな り得ない挨劫数が存在することを証明して ,スペ

ク トルがそのような敏細構造をもつことが決 して不監議でないことを示 した
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が ,-万感と青島は伝達行列法の-変形であるベク トル描像の方法を用いて

これを説明することを試みて成功 したO松田の恵理 と頻一億品の議論 とで ,

少く.とも一次元に関す る限▲り,微細構造が理論的に説明され ,従ってこれ ら

の peak は数値計算の軽に関いられる格子が有限であるために生じた

Spurious なものではないことが明やになったと考えるO同様な議論が

710nisotopic-,,Ti-場合や.-艇の多厚子格子及び高次元の格子に対してもな り

たつかどうかを研究することが今後の課題である_O電子エネルギースペク ト

}1,の場合に同厳の議論がfhr_りたつかどうかをしらぺることも,実際上重要で

あ り,また randomnleSSの碍類によってネベク トルがどう変るか とい う問

題に関連 して興味のある問題であるIo

以上の諸問題に共通な堺理的間題としては ,今まで削 ＼ら華 て来ている上

述の3つの方 法及び Dean 等の削 ､ているttNegative-Factor-Counト

ing'' の方法の蘭の嫡孫を論ずることや I,散乱 問題 とスペク トルの問題と

の嫡孫を論ずることが重安であろうD とく隼散乱問題との嫡孫は Time-

DeperldeTltな闇題とも嫡孫する興味ある問題であり,今回も福田及び朝日

によって立ち入つ･た議論がなされた O このためには in-ba†ldmode が不.

純功tlCよってどのように影響.さ,礼.るかをくわしく研究することが必 要となる

が ,朝日は伝達行列によって求めた iTl-bandmode に対する解を通常の

散乱形式の解と比較 し,,･通草の解のもつ意味を明らかにする手がか りを与え

た O なおこの間題に威適して ?複素的な境界条件を研究.する必要力享あること

を頻が remark したO戸田は原理的問題の1つとして ,非常に一般な系隼

対 して状態和を革める問題が 行列の問題に帰着するが ,この稽oj問題と伝達

行列等とを儀一的にと.Q政冬ないやゝ という間前を提出したO

今回の研究会の特徴は ,基礎的な面に重点をおきながらも,実擦問題に直

接つながる面もより強化することり必要性が強調され.たこ,とである8..このよ

うな問題の1つとして ,最近殆んど研究 されていない格子輝勤の熱力学的性

賞に及ぼす影響の聞題を ,例_冬ばヘ リウムの相転移に幽適 して再びとりあげ

-547-



研究会報告

る必要のあやこと_が,小野及び鮫田によって強調されたOまた武野は格子力学

の方法を.spinw苧ve･その他樺 々の excitatioTIWaVeに対して適用す

る仕事を開始LつつあることをアナウンスしたO 戸谷はPbの kohmef-

fectを第 1原耳か ら出発Lて説明する試みを発表 したが ,この研究は-方で

は格子寅動理論の基礎のまた基礎にふれるものであ_り,日永ではこの種の研

究が非常に貧しいことからも,今後さらに発展させなければ7:sらない方向の

1つであると蟹才つれるO

以上既威 したように , Time-iTldepeTldentな問題に限っても ,今後なす

べきことが山積してお り,スタッフの不足が痛感 される｡以上テ｢マを 書き

並べてみただけで ,､私のような栄養不良は息が切れるO _この辺で筆をおか し

ていただ くことにする次第であるB

Time-irldepeTldeTlt Probrems 松 田 博 嗣 (哀大理)

不完全結晶の格子振動は結晶の完全な並進対称睦からのずれが (王)有限

個の po主ntdefectによるか , (丑)dislocation のような Iine

defect によるか , (a)Sやrfacedefectによるか ,乃至は (Ⅳ)莱

が disordered latticeで無限個の point defect を もつ場合に分

類されるであろうo又魔手振動a)モデルとして Bo-rnl)ppenheimer近似

の下で原子癌の華動員由箆だけを取出し,東に harmonicな力だけを 考え

るか ,或は anharmoTlicityをも考慮するか ,それとも原子顔の運動 自 由

度だけでなく電子等他の自由度 との相互作用も explicitに取入れる等あ
るであろう｡

そもそも理論の究極の目的が自然現象に対する広汎な信頼し得る予言可能
性にあるな_らば ,そこへの過程としてわれわれの考察する車デルが…般的,
現実的なものであり,しかもそのモデルについての考察の簸論が不透明な仮
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